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対話のスキルを教育に活かす！
教育は「対話」から始まる─対話のスキルを身につけよう　　三森ゆりか
教員自身の対話力アップ─十字モデルで対話を可視化する　　牧野由香里
コンコーダンスで対話のスキルを身につける　　武藤教志
教員と学生のコミュニケーション力の向上　　安保寛明
語り場づくりから始めよう─ファシリテーションスキルの磨き方　　浦山絵里
【焦点】
新卒訪問看護師座談会　　田中智美，長江麻友子ほか
新卒訪問看護師は育てられる　　長江弘子ほか
【連載】
ひろがる災害医療と看護　身につけるべき知識とスキル・2　　石井美恵子
看護実践力を育む教育方法の開発　日本赤十字広島看護大学の試み・3　　百田武司
看護学校管理・運営のための 12のポイント・7　　江川万千代
看護教育に協同学習法を取り入れる・7　　緒方巧
我らカルガモ！　育児学生日記・10　　須崎美穂
看護はやっぱり面白い !?　アラフォー女子大生の「看護」探求の日々・10　　片山紀子
Mail From USA─『JNE』を読み，世界の看護教育の流れを知る・54　　原田奈穂子

10

●『ひろがる災害医療と看護』連載が始まりました。この連載は，
東日本大震災が起こってから半年ほど経った頃，阪神淡路大震
災を経験したある先生とのお話から，アイデアが生まれました。
その方は「次の大震災に向けて準備するのは大事だけれども，
それよりもすぐに必要なのは，毎年必ず起こっている台風や洪
水，豪雪，土砂崩れなどの“身近な”災害への備えだと思う」と
言われ，目からウロコが落ちた思いでした。●確かに上記のよ
うな災害は，大震災と違って毎年全国で発生し，医療・看護の
対象を多く生んでいます。であるならば，そのような（敢えて
言えば）小災害への備えの積み重ねが，大震災への準備につな
がるのだと思います。災害現場を経験した筆者の具体的な活動
の紹介やアドバイスは，先生および学生に必ず役立つと確信し
ています。 …大野

●猛烈な暑さのなか，東京から 130 km，一人自転車で沼津まで
行きました。国道 1号線をひたすら西に，箱根の峠を越えるルー
トです。周囲の反応は大きく 2つに分かれました。1つは「もし
かしてバカなの？」というもの，もう 1つは「やっぱりバカなん
だね」。●長い道中ではコンビニの偉大さを再認識し，スマホの
GPS機能にも感謝し通しでした。文明よ，ありがとう。しかし，
最も苦しい山登りで一番の支えになったのは，共に山に挑む人
たちの存在でした。すれ違う一瞬に顔を見合わせ，「お互いバ
カだな」と頷き合う。これだけでペダルを漕ぐ足が軽くなるから
不思議です。●もう 1つ忘れてはいけないもの。道に迷いそう
なとき，いつも進むべき方向を指し示してくれる青い看板の安
心感は絶大でした。果てしなく思える道のりも，正しい道標に
従って着実に行けば，必ず辿り着けるものですね。 …加藤
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バックナンバーの詳しい目次は，弊社ホームページ
http://www.igaku-shoin.co.jp/ でご覧ください。

バックナンバーのご注文・在庫照会について
■ 2011年 7月号（Vol. 52, No.7）以前の号は，東亜ブック（TEL.03─3985─4701, FAX 03─3985─4703, http://www.toabook.com/）
■ 2011年 8月号（Vol. 52, No.8）以降の号は，医学書院販売部（TEL.03─3817─5659）にお願いします。

Vol.54 No.8

2013 年 8 月
特集

Vol.54 No.7

2013 年 7 月
特集

教育の質を高める学習方法
いまから始める協同学習

スマホ時代のリスク管理─
情報リテラシーを育みトラブルを防ぐ

協同学習に注目する教師や指導者が看護領域においても
年々増え続けています。しかし，協同学習の良さは理解で
きるが，自分の授業に取り入れようとすると二の足を踏む
教師や指導者も多いと思います。実際，自分にやれるのか，
これまで以上の成果が期待できるのか，カリキュラムに時
間的余裕がない専門学校では無理ではないか，などさまざ
まな疑問や不安がよぎって，悩まれている方も多いのでは
ないでしょうか。
そこで今回は，協同学習を一からスタートさせて，一定の
成果をあげている学校に，取り組みの過程を紹介していた
だき，まずどう始めればいいのかを知っていただこうと思
います。協同学習について基本を学んだうえで，実践例を
参考に始めてみる。教師も学生も充実感を味わえる，生き
生きとした授業が増えることを期待しています。

■【対談】協同学習は，看護教育をいきいきさせ
る …………………………安永悟・近藤麻理

■協同学習で学生が変わる─学生の学び合いと
教師の同僚性 ……………………佐々木美奈子

■5年一貫看護師養成課程における協同学習を
取り入れた基礎看護技術教育の実践例　　 
 ………………………………………難波寛子

■教育の質向上としての参加型授業の FD研修
を実施してみて …………………寺田由紀子

■協同学習の学び方─日本協同教育学会のワー
クショップを通して …………………関田一彦

情報通信技術（ICT）は目まぐるしい速さで進歩を続け，学
生を取り巻く環境は劇的に変化しています。例えば，若者
を中心に広がりを見せる SNSでは，一個人が発信した言葉
や写真などが一瞬にして全世界から閲覧可能になります。
適切に利用すると大変有益なこの技術ですが，少し使い方
を誤ると深刻な事態に発展する危険を孕んでいます。
特に看護学生という身分であれば，差別や偏見を思わせる
言動に対する社会の目は非常に厳しく，また，実習先で知
り得た個人情報の取り扱いにも大きな責任が伴います。電
子カルテの導入により，簡単に大量の個人情報にアクセス
し得る状況が生まれていることも，便利な反面で情報にま
つわるリスクを増大させる一因になっています。
本特集では，トラブルを未然に防ぎ，ICTの適切な活用を
促すために，看護基礎教育で教えるべき情報リテラシーを
取り上げます。現代特有の問題に焦点を当てて，また法律
の視点も含めて状況を整理することで，情報に対する学生
の意識を高める教育について共に考えることができればと
思います。

■基礎教育で教えなければならない情報リ
テラシー…………………………中山和弘
■病院の情報セキュリティと学生への 
教育・指導………………………美代賢吾
■実生活のアナロジーで SNSを知る ……
……………………………………前田樹海
■法律家から見た情報にまつわるリスク管
理─看護学生に伝えるべきこと ………… 
……………………………………小池良輔

【2013年 6月号（Vol.54 No.6）】

クリティカルシンキングは
終わらない

【2013年 5月号（Vol.54 No.5）】

「狙い」に合わせた
シミュレーション教育の方法

【2013年 4月号（Vol.54 No.4）】

授業設計入門

【2013年 3月号（Vol.54 No.3）】

看護師国家試験
合格率 100％の秘密

【2013年 2月号（Vol.54 No.2）】

基礎看護学を再構築する・2
看護の「基礎」を教えるとは？

【2013年 1月号（Vol.54 No.1）】

基礎看護学を再構成する・1
看護の「基礎」とは何か？

第 2特集　看護学生論文　入選エッセイ・論文の発表
●エッセイ部門（12編）　講評　学生たちの感性と深い思索に感動……柳田邦男
【柳田邦男賞】春風……矢部江美子
●論文部門（4編）　講評　学生の「臨床」：対象者をありのままに受け入れるという在り方……佐藤紀子
【優秀賞】新設の特別養護老人ホームで暮らす認知症高齢者が自分らしく生きるための看護援助の検討……青木澪・川端紫野・鈴木芹奈
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